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  公立図書館のサービス課題 

1963年 

 ・「中小レポート」  市町村図書館の振興 

1970年 

 ・「市民の図書館」 貸出、全域、児童 

1990年 

 ・課題解決支援   ビジネス支援、生活支援 

1995年 

 ・ＩＴ活用 



    公立図書館の状況 

図書館数    ３，２１４館（７４，６％）    915館          

職員数     １１，５７９人（司書５２％） 6,080人 

資料費    約２９２億円            24億円 

貸出冊数   ６９,６００万点       3200万点 

レファレンス件数 年間100万件程度 

         （公立図書館23年度：青1972年） 

 



     公立図書館の課題 

■自治体の財政難 

■職員の非常勤化 

■インターネットの登場と活用（1998年） 

■課題解決支援サービスの進展 

■指定管理者の導入（2003年） 

■公貸権 

■電子書籍、デジタルアーカイブの登場 

  



      電子書籍とは？ 

定義 

音声、動画を磁性体等の素材に、電磁的、ま
たは、レーザー光等で記録した情報や、ネット
ワークで流通させた情報を指す。 

過去には（１９９０年～） 

 

電子ブック、デジタル書籍、デジタルブック、E
ブック、オンライン書籍等と呼ばれていた。 



    電子書籍の利用と予測 

株式会社インプレスR&D発表より 

＊パソコン、携帯電話からタブレット端末への利用に変移 



     電子書籍の背景 

 

■背景として 

リアル書店の減少 ２万１千店 → １万５千店 

            （２００１）     （２０１１） 

 

売り上げの減少  １兆１千億円→ ８千２百億円 



     電子書籍の活用 

■商業電子書籍の購入 

■自館資料の電子書籍化 

■ＤＲＭの導入 

■クラウド型かインハウス型か 

■電子書籍の認証サーバの導入 



  電子書籍のメリット・デメリット 
■メリット 
 ・書店や図書館に直接行く必要がない。 
 ・２４時間いつでも利用できる。 
 ・文字や画像を拡大することができる。 
 ・読み上げソフトで視覚障害者にも対応 
 ・絶版本の再販が可能になる。 
■デメリット 
 ・パソコンやタブレット等の端末を用意する必要がある。 
 ・ネット環境がないと使えない。 
 ・提供されている本の種類が少ない。 
 ・相互貸借ができない。 
 ・資料の保存ができない。 



参考 電子書籍の形式は 

 ダウンロード型（１度にすべて） 

ストリーミング型（見る部分毎に） 

 リフロー型、フィックス型 

 ファイル形式 

  PDF、 EPUB（国際規格）、 

  .book（ボイジャー）、 XMDF（シャープ） 



参考 電子書籍の端末 

パソコン 

 スマートフォン 

 タブレット 

  ｉｐａｄ、ネクサス等のアンドロイド系タブレット 

専用端末（各社１０万冊程度） 

  ｋｉｎｄｌｅ（Aｍａｚｏｎ）  Kobo（楽天） 

  BookLive Lideo（凸版印刷） 

   ＊各社ともタブレット等からも利用可能 



     韓国や米国との比較 

■米国 公共図書館 ９,２２６館 

・各館はＩＣＴを重視、図書館内でのネット利用が
進んでいる。 

・提供が１万５千館（すべての図書館種で） 

・ニューヨーク市は１０００台のパソコンを図書館に
設置 

  

■韓国 公共図書館 ８００館 

・内、電子書籍サービス４３４館が実施 



     公立図書館での提供は 

■公立図書館 17館（実験館も入れて） 

  千代田区立（ｱｲｵﾈ） 

  堺市、萩市、徳島市、綾川町、大垣市、山梨県立 

  （図書館流通センター） 

  有田川（日本ユニシス）  

  下関市、関市、大阪市（紀伊國屋） 

  秋田県立、武雄市（独自） 

  鎌倉市、札幌市、都立、静岡県立（実験）                      
＊現在検討中 ３０館         

   



 主要電子書籍システムの概要 

Lib ｐｒｏ      韓国企業i-ＮＥＯが構築 

ＴＲＣ-ＤＬ     ７000タイトル 

           システム導入費、 

           プラットフォーム利用料 

ネットライブラリー  大学図書館 

           ライセンスとアクセス権の購入 

           和書4000点 洋書30万点  

  



     出版社と図書館の考え 

■７６％が何らかの形で提供したいと考えている。 
■１０数館程度の実施 

■学術書、実用書、小説、図鑑等が中心 
■小説・読み物、地域資料を提供したい。 

■書籍より高い価格で提供したい。 
■書籍と同額以下が望ましい 

■書籍販売の数ヶ月後の提供 
■書籍と同時期が望ましい 

■ＤＲＭ等の適切な利用方法の確保 
■完全なコンセンサスがない状況 



  図書館における電子書籍の課題 

■電子書籍の提供可能冊数、市場規模 

■出版社との利害調整、ルール作り 

■コピー等の法整備 

■フォーマットの乱立 

■利用方法のルール作り 

■導入費用と購入価格の設定 



   電子図書館の認証の仕組み 
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  図書館における電子書籍の展望 

■新しいコンテンツが提供されるのでは 

■古い資料にもう一度光りが当てられる。 

■来館困難者に対してのサービス 

■新しい利用者が生まれる。 

 

  出版社と図書館が協同する機会が生まれる。 


